
ニュース
１９９８年度日本語能力試験

昨年１２月６日（日）、１９９８年度の日本語

能力試験が、国際交流基金、�日本国際

教育協会の共催で実施されました。

この試験は、日本国内外において、原

則として日本語を母語としない人を対象

に、習得した日本語の能力を客観的に測

定し、その能力を認定することを目的と

しています。１９８４年から実施されており、

今回で１５回目を迎えました。

今回は国外３３の国・地域の７５都市、日

本国内６地域で実施され、総計１５２，６６０

人（昨年度比約２４％増）の応募者があり

ました。

各級の応募者数については次のとおり

です。

なお、１９９９年度の日本語能力試験は１２

月５日（日）に実施される予定です。

試験実施の詳細については、７月頃に

下記までお問い合わせください。

国外：

国際交流基金関西国際センター試験課

〒５９８‐００９３大阪府泉南郡田尻町

りんくうポート北３‐１４

TEL：０７２４‐９０‐２６０３

FAX：０７２４‐９０‐２８０３

E‐Mail : jlptinfo@jpf.go.jp

国内：

財団法人日本国際教育協会

事業部日本語・統一試験課

〒１５３‐８５０３東京都目黒区駒場４‐５‐２９

TEL：０３‐５４５４‐５２１５

FAX：０３‐５４５４‐５２３５

『衛星通信会議』催される
－日本・タイ・マレーシアを結んで－

昨年１０月、東京小金井の郵政省通信総

合研究所の衛星通信施設を利用して、日

本、タイ、マレーシアの３カ所を結んだ

衛星通信会議が行われました。

この衛星通信会議は、郵政省のポスト

パートナーズ計画の一環として行われた

もので、参加者はモニターに映ったお互

いの顔を見ながら話し合いを進めました。

日本語国際センターが衛星通信を使っ

た実験を行うのは、１９９７年に続いてこれ

が２回目になります。今回は、１９９４年度

の長期研修修了生と浦和と各国の専任講

師も参加して、日本語授業の録画ビデオ

をもとに、教授法についての意見交換を

行いました。参加者は初めのうちは緊張

していた様子でしたが、すぐに同じ教室

で研修を受けていた頃に戻って、活発に

話し合いが行われました。

『日本語教育通信』アンケートへの
協力のお願い

『日本語教育通信』編集部では、今回

海外の読者を対象に、『日本語教育通信』

に関するアンケート用紙を同封いたしま

した。

アンケート用紙は郵便（アンケート表

下の住所欄を切り取って封筒にお貼りく

ださい）またはFAX（＋８１‐４８‐８３０‐１５８８）

で日本語国際センター情報交流課までお

送りいただくか、電子メール（jfnckt@

jpf.go.jp）で回答を送っていただいても

結構です。

よりよい紙面作りの参考にさせていた

だきたいと思いますので、ご協力をお願

いいたします。
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「ニュース」欄でお伝えしたとおり、

１９９８年度の日本語能力試験の応募者が昨

年度に比べ約３万人（約２４％）増え、１５

万人を超えました。

日本の不況、東南アジア地域の経済危

機などから、当初は応募者の減少も心配

されたのですが、結果は意外にも（？）

大幅増となりました。

どんな外国語を勉強するかは、その

時々の社会情勢などにより変動もあるよ

うですが、『日本語教育通信』では、日

本語を学ぶ人達が少しでも興味深く、そ

して長く勉強を続ける気持ちになる授業

・講義の役に立てるよう、努力したいと

思います。

今号より新連載「新聞・雑誌から見る

現代日本」を開始しました。できるだけ

新鮮な現代日本事情を紹介するのと同時

に、中・上級向けの効果的な教材の作り

方について提案していきます。これから

内容を工夫していきたいと思いますので、

ご意見をお寄せください。

（情報交流課 田中 伸一）

＊編集部では、『日本語教育通信』に対

するご意見や皆さんの学校の状況など

を書いたお手紙をお待ちしています。

＊この欄にふさわしい情報やニュースがありましたら、下記までお寄せください。

国際交流基金日本語国際センター情報交流課

〒３３６‐０００２埼玉県浦和市北浦和５‐６‐３６

Research and Information Division, The Japan Foundation Japanese-Language
Institute, Urawa, 6-36 Kita-Urawa 5-chome, Urawa-shi, Saitama 336-0002, Japan
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級別
１９９８年度
応募者数（人）

１９９７年度
応募者数（人）

伸び率
前年度比

国

外

１級 ２６，５２２ ２０，６２０ ２８．６％

２級 ３２，２２５ ２４，８８５ ２９．５

３級 ３３，９２５ ２５，６２１ ３２．４

４級 ２７，０７６ ２１，７３９ ２４．６

小計 １１９，７４８ ９２，８６５ ２８．９

国

内

１級 １９，４１３ １７，８３９ ８．８

２級 ６，４１８ ６，２０９ ３．４

３級 ４，４４３ ３，８３３ １５．９

４級 ２，６３８ ２，２１４ １９．２

小計 ３２，９１２ ３０，０９５ ９．４

合 計 １５２，６６０ １２２，９６０ ２４．２
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